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未来の京田辺について考えよう！ 

 まちづくり市民ワークショップ 
～第２回 第４次京田辺市総合計画策定のためのまちづくり市民ワークショップ結果概要～ 

平成 30 年９月 25 日（火）19：00 より、京田辺市商工会

館 ＣＩＫビル３階で開催しました「第２回 第４次京田辺

市総合計画策定のためのまちづくり市民ワークショップ」は

16 名の方が参加されました。 

今回は『住み続けたいまちをめざしてアクション！！』と

いうテーマでワールドカフェを行い、５つのテーマに対して

たくさんのアクション案を皆さんからいただきました。 

【１．自然・環境】 
 市内の資源を使った自然を学ぶ場づくり 
 地域の豊かな自然環境と共存するしくみづくり（開発規制等） 
 自然や生き物を残すためのしくみづくり 

【２．安全・安心】 
 多様な主体間のネットワークづくり 
 南部地域における防犯対策 
 安心して医療相談できる環境づくり 

【３．賑わいづくり】 
 京田辺駅と新田辺駅間での歩行者天国による賑わいづくり 
 大学生との連携によるまちの魅力発信 

【４．産業創出】 
 京田辺市の特産品のブランド化 
 地域資源を活かした観光振興 
 自然エネルギーの地産地消 

【５．コミュニティ】 
 多様な人材を活用した住民自治組織づくり 
 スポーツや趣味を活かした居場所づくり 

 

 

 
第３回ワークショップでは、『アクションを実行するために私たちができること』として、

テーマ別に今回皆さんで考えて頂いたアクションをさらに具体的にさせるため、自分たちで何

ができるのかを議論していただき、「私たちが考える◯◯プロジェクト案」として、とりまとめ

ます。 
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第２回市民ワークショップ 『住み続けたいまちをめざしてアクション！！』とりまとめ 

 

１．自然・環境 ２．安全・安心 ３．賑わいづくり ４．産業創出 ５．コミュニティ 
 市内の資源を使った自然を学ぶ場づくり 
 多世代が自然とふれあいながら一緒に遊
んだり学んだりする甘南備山を整備する
【ヨッサン】 
 親子で遊べるような緑豊かな公園の整備
【ミヤザキ】 

 子どもや転入者に向けて自然学習や自
然体験を実施する【もりみ】 

 多様な主体間のネットワークづくり 
 区・自治会単位で絆を高め合い、自助・
共助意識を高める【かず・ヨッサン】 
 挨拶と声かけの励行【名草くん】 
 災害に備えた住民による連絡網の整備、
ご近所ネットワーク（地域 SNS）の構築
【ミヤザキ、でち】 
 自治体組織の必要性をアピールし地域
活動に参加する機会をつくる【ぽんた・なえ
ちゃん】 

 京田辺駅と新田辺駅間での歩行者天
国による賑わいづくり 

 他県からも人が集まるような祭り、イベント
の開催【ミヤザキ・なえちゃん】 
 若者や若い家族、外国人等が参加したく
なるような参加型の祭りや行事の創出【か
ず】 
 駅で毎週マーケットや楽しい催しを開催す
る【しまやん】 
 歩行者天国、トランジットモールをつくる 
 市から補助金を出して自治会のイベント
活動を後押しする【ぽんた】 

 京田辺市の特産品のブランド化 
 農産品の 6 次産業化（地ビール、地
酒） 
 玉露の伝承、新商品開発（スイーツ、ア
ロマ等）、地場産業の育成【名古屋・な
えちゃん】 
 山城たけのこ、えびいも、桃、バラ、小菊、
胡蝶蘭、漬物、味噌、一休寺納豆など
特産品の PR を強力に【モーやん】 
 地場農産物店、道の駅づくり 

 多様な人材を活用した住民自治組織
づくり 

 市民が主体的にまちづくりに携わって人の
絆を大切にし、まちづくり協議会をつくり地
域の課題を解決する【ヨッサン】 
 隣近所に住んでいる方がわかる見えるまち
づくり【でち】 
 幼稚園・学校などを介した地域住民の交
流【ミヤザキ】 
 学生や地域で働く人々も参加できるコミュ
ニティ活動 

 地域の豊かな自然環境と共存するしく
みづくり（開発規制等） 

 普賢寺エリア、甘南備山、虚空蔵谷、一
休寺裏山等のエリアを保護区に指定し、
自然を維持する【でち】 
 耕作放棄地の管理や森林整備をプロジェ
クト化してイベントにすることで市民参加を
促す【なえちゃん】 
 現状の保全、開発には規制【名古屋】 
 道路の清掃 
 ３R の推進 

 南部地域における防犯対策 
 幹線道路、通学路への防犯カメラの設置
【名草くん】 
 駅周辺の街灯の設置【もりみ】 
 警察官の絶対数を増やす 

 大学生との連携によるまちの魅力発信 
 同志社大学の学生との交流を活用 
 情報発信の場所を提供 

 地域資源を生かした観光振興 
 木津川自転車道を軸にした自転車での
他市との連携・観光ネットワークをつくり文
化財の活用を図る【ヨッサン】 
 田んぼオーナー制、農業体験 
 京都と奈良の中継地点を活かした宿場
町構想 

 スポーツや趣味を活かした居場所づくり 
 伝統・文化を子どもたちに教える場所づく
り 
 大学をもっと多くの人が活用できるように
開けて、スポーツをする場か図書館の利
用を可能にする【なえちゃん】 
 趣味・ボランティア活動、交流を増やす
【名古屋】 
 各種のクラブをつくり、誰もが自分の趣味
やスポーツを楽しめるようにする【もりみ】 
 色々な趣味をもった人がそれぞれのコミュ
ニティを見つけられるよう定期的なイベント
を開催する 

 自然や生き物を残すためのしくみづくり 
 甘南備山ふもとの川のホタルを守る【名草
くん】 
 年中花が咲いている場所を作り、子どもか
らお年寄りまで楽しめるようにする【島や
ん】 
 クリーンアップ京田辺と自然観察イベントを
一緒に行い自然の大切さ、すばらしさに触
れ合う機会をつくる【ぽんた】 

 安心して医療相談できる環境づくり 
 市民の医療環境を整える【モーやん】 
 公民館やコミュニティホールで医療相談が
できる（遠隔地でも対応できる） 

  自然エネルギーの地産地消 
 小水力発電  
 「かぐや姫の里」の竹のブランド化とその竹
を使用したペレットをバイオマス燃料として
活用し、エネルギーの地産地消を行う【よ
っしー】 

 

■：アクション（案） 
  ：具体的取組みなどの意見 


